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業績予想の修正に関するお知らせ 

 

平成14年 5月 13日の決算発表時に公表しました平成15年 3月期中間（平成14年 4月 1日～平成14年 9

月 30 日）および通期（平成 14年 4月 1 日～平成 15年 3月 31 日）の連結・単体の業績予想を下記のとお

り修正しましたのでお知らせいたします。 

 

記 

 

1.平成 15 年 3 月期 連結中間業績予想数値の修正 （平成 14 年 4 月 1 日～平成 14 年 9 月 30 日） 

 

（単位：百万円、％） 

 売上高 経常利益 中間純利益 

前回発表予想（A） 45,300 4,500 1,200 

今回修正予想（B） 45,900 5,400 300 

増減額（B－A） 600 900 △900 

増減率 1.3％ 20.0％ △75.0％ 

(ご参考) 前年実績（平成14年 3月期中間） 43,791 6,786 3,082 

 

2.平成 15 年 3 月期 連結通期業績予想数値の修正 （平成 14 年 4 月 1 日～平成 15 年 3 月 31 日） 

（単位：百万円、％） 

 売上高 経常利益 当期純利益 

前回発表予想（A） 92,000 10,100 3,200 

今回修正予想（B） 92,600 11,000 2,300 

増減額（B－A） 600 900 △900 

増減率 0.7％ 8.9％ △28.1％ 

(ご参考) 前年実績（平成14年 3月期） 88,966 12,107 5,305 
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3.平成 15 年 3 月期 単独中間業績予想数値の修正 （平成 14 年 4 月 1 日～平成 14 年 9 月 30 日） 

（単位：百万円、％） 

 売上高 経常利益 中間純利益 

前回発表予想（A） 41,500 7,300 4,200 

今回修正予想（B） 42,300 8,600 3,600 

増減額（B－A） 800 1,300 △600 

増減率 1.9％ 17.8％ △14.3％ 

(ご参考) 前年実績（平成14年 3月期中間） 41,307 8,450 4,927 

 

4.平成 15 年 3 月期 単独通期業績予想数値の修正 （平成 14 年 4 月 1 日～平成 15 年 3 月 31 日） 

（単位：百万円、％） 

 売上高 経常利益 当期純利益 

前回発表予想（A） 84,000 15,300 8,800 

今回修正予想（B） 84,800 16,600 8,200 

増減額（B－A） 800 1,300 △600 

増減率 1.0％ 8.5％ △6.8％ 

(ご参考) 前年実績（平成14年 3月期） 82,990 16,060 9,932 

 

 

5.修正の理由 

 

（連結） 

 

中間業績予想につきましては、売上高は、国内の医療用医薬品事業が計画を若干上回り、海外事業はほぼ

計画どおりと、前回発表予想に対し順調に推移する見込みです。経常利益は、経費削減効果等により前回

発表予想に対し増益となる見込みです。中間純利益につきましては、当社および当社 100％子会社の参天

物流株式会社が現在加入している総合型厚生年金基金（大阪薬業厚生年金基金）からの脱退に際し、特別

掛金 2,205 百万円を当中間期において債務認識し、特別損失に計上する予定であり、その影響を受け前回

発表予想に対し減少する見込みです。下期の業績予想に関しましては、前回発表時の予想から変更してお

りません。 
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（単体） 

 

中間業績予想につきましては、売上高は、医療用医薬品事業が計画を若干上回り、前回発表予想に対し順

調に推移する見込みです。経常利益は、経費削減効果等により前回発表予想に対し増益となる見込みです。

中間純利益につきましては、当社が現在加入している総合型厚生年金基金（大阪薬業厚生年金基金）から

の脱退に際し、特別掛金 2,168 百万円を当中間期において債務認識し、特別損失に計上する予定であり、

その影響を受け前回発表予想に対し減少する見込みです。下期の業績予想に関しましては、前回発表時の

予想から変更しておりません。 

 

なお、当社は、年金資産運用リスクの回避や、従業員退職給付制度の抜本的改革の一環として、当社が加

入する大阪薬業厚生年金基金からの脱退を決意し、本日開催された同基金代議員会において脱退が承認さ

れました。厚生労働省からの認可後、脱退時特別掛金を一括拠出することで、当社および参天物流株式会

社の積立不足相当分を精算することになります。脱退後は、約 2 年間の準備期間を設けて、現行の従業員

退職給付制度を抜本的に見直し、従業員の多様化するニーズに対応すべく、新たな退職給付制度の構築を

行う予定です。 

 

以上 

 

 

(注)この業績予想は、現時点において入手可能な情報に基づき、当社が合理的に算出した予想です。実績

の業績は種々の不確定要因を含んでおり、今後変動することがあります。 
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